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コンクリート構造物全般 
対象構造物 

 

表面保護工、はく落防止工 
項 目 

 

刷毛・ローラー 

内

容 

使 用 機 器 
 

国土交通省、その他公共機関、民間 
使 用 実 績 

 

〔工法の特徴〕 

 本工法は、透明コーティング材とガラス繊維を組み合わせたコンクリートはく落防止機能付き

表面保護工法です。主な特徴は下記の通りです。 

① 使用材料は上記２種類のみなので、材料管理が容易です。 

② コンクリート表面のひび割れ（幅 0.2mm）を目視できる程度の透明性を有するため、構造物の

維持管理上必要な目視点検を阻害しません。 

③ 水蒸気透過性をするため、コンクリートの劣化（アルカリシリカ反応，鉄筋腐食など）を抑制します。

④ プライマーが不要なので、従来工法と比較して工期短縮が図れます。 

⑤ コンクリートに劣化損傷がみられた場合、当該部分のみを除去しての部分的な再補修が可能です。

〔工法の仕様〕 

本工法の仕様を以下に示します。 

 

使用材料：透明ポリウレタン樹脂 

      ガラス連続繊維シート 

 
 

ＭＢＳクリアガード ガラス連続繊維シート
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■水蒸気透過性を有しコンクリートの内部劣化を抑制する。（下図） 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
■シンプルな工法構成で施工条件も緩和（下図） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
■部分補修が可能（下図） 
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【工法構成】 

 
【施工手順】 

 

【施工条件】 
 本工法 従来工法

水分含有率 20％未満 8％未満

気温 
2℃以上 

35℃未満 
5℃以上

【コンクリート損傷部分に 
限定した再補修】 

              
 

完全防水型塗料 MBSクリアガード 通常塗料

水分子・水蒸気ともに通さない 水分子は通さず、水蒸気のみ通す 水分子・水蒸気ともに通す

ふくれ、はがれ、アルカリシリカ反応促進

防水性・水蒸気透過性を併せ持つ

「内部コンクリートからの放湿機能」
防水効果無し

主成分が占める割合が多い 他の成分が占める割合が多い


